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備 考

平塚市民病院を受診された患者さまへ

当 院 の 研 究 責 任 者
所 属 及 び 氏 名

　当院では次の臨床研究を実施しております。

　本研究の対象者に該当する可能性がある方で、診療情報等を研究目的に利用されることを希望さ
れない場合は、次のお問い合わせ先にご連絡ください。

他 の 研 究 機 関 及 び
研 究 責 任 者

お 問 い 合 わ せ 先

【対象】
当院で2019年末までにVIABAHNが留置され、血栓閉塞した症例。
【利用する情報】
対象となる患者さんの、術前または治療開始前の状態、基礎疾
患、治療後の経過に関して、診療録、検査データ、画像データの
記録を参考に調査いたします。従って、患者さんに新たなご負担
をおかけすることはありません。

本研究で取り扱う患者さんの個人情報は、患者氏名と患者番号の
みです。その他の個人情報（住所、電話番号など）は一切取り扱
いません。また、最終的に本研究で取り扱う診療情報は、上記個
人情報を全て削除し、第３者にはどなたのものかわからないデー
タ（匿名化データ）として使用します。

末梢用ステントグラフト（VIABAHN）血栓閉塞の症例を後向きに集
積し、血栓閉塞時の臨床症状、血栓閉塞に対する治療方法、その
後の臨床経過を明らかにする。

　2017年1月1日　　～　2020年12月31日

大腿膝窩動脈病変を有する閉塞性動脈硬化症患者に対するステン
トグラフト留置後血栓性閉塞に対する治療法に関する多施設・後
向き研究
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